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福岡市発達教育センター２F

福岡市発達障がい者支援センター

社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人社会福祉法人 福岡市社会福祉事業団福岡市社会福祉事業団福岡市社会福祉事業団福岡市社会福祉事業団

【ご利用対象者】

○福岡市内にお住まいの自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達
障がい、注意欠陥多動性障がいおよび学習障がいなどの発達障がいがあ
るお子さんや成人、又はそのご家族の方。

○発達障がいに関わる支援者・関係機関

【開所時間】
○月曜日～金曜日 ９：００～１７：００

※土曜日・日曜日・祝日、年末年始（12月29日～1月3日）はお休みです。

【利用申し込み】
TEL ： （０９２）８45－0040     
FAX ： （０９２）８45－0045

E-mail ： youyou@fc-jigyoudan.org
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.fc-jigyoudan.org/youyou/

※ご相談に関する費用は無料です。

・発達障がいかもしれない。診断はどうしたらいいか

・発達障がいと診断された。今後どうするといいか

・発達障がいの特徴を知りたい

・学校や家庭でどう対応したらいいか分からない

・就労が長続きするには、どうしたらいいのか

・福祉や就労支援、余暇活動の情報を知りたい
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発達障がい クイズ～Part２

１.自閉症の方は言葉が話せない？

２.発達障がいは薬で治る？

３.発達障がいは子どもだけの問題だ？

４.発達障がいは努力で治せる？

５.自閉症の方には声かけをたくさんした方がよい？

６.発達障がいのある方も失敗して叱られる経験が必要だ？

７.自閉症の方の耳ふさぎは止めさせた方がよい？

クイズのPart１は
広報誌4号を見てね！

（ＨＰからもダウンロードできます）

世界自閉症啓発デー＜公式サイト＞http://www.worldautismawarenessday.jp

◆家族・支援者向け連続講座「はじめの一歩」家族・支援者向け連続講座「はじめの一歩」家族・支援者向け連続講座「はじめの一歩」家族・支援者向け連続講座「はじめの一歩」「成人期保護者向けコース」「成人期保護者向けコース」「成人期保護者向けコース」「成人期保護者向けコース」
従来の発達障がいの特性を学ぶ「基礎コース」と、基礎コースを学んだ方が家庭や支援の現場で
できることを実践的に学ぶ「チャレンジコース」に加えて、成人期の保護者の方を対象に、特性
や関わり方の工夫を学んでいただく連続講座を開設しました。

◆支援者向け連続講座支援者向け連続講座支援者向け連続講座支援者向け連続講座 パワーアップ！現場で役立つ評価と支援パワーアップ！現場で役立つ評価と支援パワーアップ！現場で役立つ評価と支援パワーアップ！現場で役立つ評価と支援
学校や施設などで、発達障がいのある方への支援に携わっている支援者を対象とした実践力アッ
プのための講座です。発達障がいの特性を理解し、評価と分析に基づいた適切な支援について学
びます。

◆自閉症スペクトラム支援者養成研修自閉症スペクトラム支援者養成研修自閉症スペクトラム支援者養成研修自閉症スペクトラム支援者養成研修
教育や福祉の現場で実際に自閉症の人を支援している方を対象にした研修講座です。「基礎講
座」「実践トレーニングセミナー」「フォローアップ講座」からなる全５日間のプログラムです。
自閉症の特性の理解を深め、「評価、支援計画立案、実践、再評価」といった支援の流れを実践
的に学びます。

詳しくはホームページhttp://www.fc-jigyoudan.org/youyou/でもご案内しています

「発達障がいの理解と支援について」「気になる子への対応や理解」などのテーマでお話しをし
ています。

研修会・勉強会への職員の派遣研修会・勉強会への職員の派遣研修会・勉強会への職員の派遣研修会・勉強会への職員の派遣

◆普及啓発講演会普及啓発講演会普及啓発講演会普及啓発講演会
発達障がい児・者の支援に携わる講師の先生から発達障がいについてわかりやすく講義していた
だきます。市民の方に発達障がいを正しく理解していただくことを目的としています。

ＮＥＷ

ＮＥＷ

午後6時からの開始にも
かかわらず、たくさんの
支援者の方が参加されています

成人期コースは、二次障がい、
就労・生活支援、自己理解など
の内容でお話しします

平成平成2222年度福岡市ではこんな活動をしました年度福岡市ではこんな活動をしました

◆街頭啓発チラシ配り ◆映画祭

◆アート展 ◆区役所パネル展示

天神街頭にて 中央市民センターにて

市役所ロビー、地下星の広場にて 各区役所まちかど文化広場など
※22年度は、22年５月～23年２月まで全10回
で延べ1139名の参加がありました

※基礎コース、成人コース合わせて１回あたり
平均120名の参加がありました

○学校や保育所、幼稚園、福祉施設、親の会、ＰＴＡ、公民館、行政などいろいろなところ
から研修会の依頼があっています。平成21年度は78件（参加者4102名）の講師派遣依頼
がありました。

○22年度は６月に長崎大学准教授 岩永竜一郎先生に「自立のための身体づくり」「自
閉症スペクトラムの感覚と身体の特性に応じた支援」についてお話していただきました。

●●平成22年度ゆうゆうセンター普及啓発の取り組みです●●
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２.発達障がいは薬で治る

言葉の遅れがある自閉症の方もいますが、難しい単語を使ったり流ちょうに
しゃべる自閉症の方もいます。
しかし、言葉の遅れはなくても、相手の感情や周囲の状況の読み取りができ
にくい、話がずれやすい、しゃべるけれど周りの人にＳＯＳが出せないなどコ
ミュニケーションの苦手さを抱えていることがよくあります。
言葉を話せるから大丈夫だろう･･･ではなく、本人の困っているところを周
囲が正しく理解して支援していく必要があります。

１.自閉症の方は言葉が話せない

５.自閉症の方には声かけをたくさんした方がよい

ゆうくんといっしょに答えを見てみましょう！

私たちは日常「言葉で言えば伝わるもの」という感覚が当たり前のようにな
っています。
しかし、自閉症の方は、言葉のように「見えないもの」を理解することが苦

手なため、声かけが多いと頭の中で情報をうまく整理できず、言われたことが
理解できていないことがあります。
一方で、文字やイラストなど「見えるもの」は理解しやすいため、声かけを
増やすよりも、書いて伝えるたり、絵や写真を見せるなど伝え方を工夫すると
自閉症の方にも分かりやすくなり、伝えたいことが伝わりやすくなります。

４. 発達障がいは努力で治せる

発達障がいのある方は、一見して障がいがあるように見えず、得意な所も
あるために、やればできるんじゃないか、できないのは本人が怠けているか
らだ、と周囲に誤解されてしまうことがあります。
発達障がいは生まれつきの脳の機能の障がいです。苦手な所や不得意な所
は障がいの特性（※）からくるもので、努力不足が原因ではありません。で
きることとできないことの差が大きいため、本人も困っています。
苦手な所を治そうと努力させるよりも、得意な所やできる所を生かしてい

くことが大切です。

※ここでいう発達障がいは発達障害者支援法に定義された「自閉
症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注
意欠陥多動性障害」のことです

※障がいの特性については広報誌3号をご参考ください

発達障がい
が治るくすり
をさがさな
きゃ…！！

始めに･･･次は･･･

ついでにこれも

発達障がいは生まれつきの脳の機能の障がいです。風邪などのように薬で治
す病気とは違い、障がいの特性（※）は持ち続けます。
したがって、まず周囲の理解や協力が不可欠です。周囲が障がいの特性を正
しく理解し、環境を整えたり対応を工夫することで、発達障がいがあっても、
安心して生活することができます。
例えば、多動や不注意といった症状を一時的に軽減するためや、または、う
つなどの二次障がいを治療するためなど、必要に応じて服薬治療が行われるこ
ともあります。

学校現場などでＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障がい）やＬＤ（学習障がい）な
ど発達障がいのことが話題になりますが、決して子どもだけの問題ではありま
せん。大人の中にも発達障がいがある方がいます。
就職や一人暮らし、育児などで、仕事や家庭生活に困難さを抱えることを
きっかけに、発達障がいがあると分かることがあります。また、大人だから症
状が軽いというものではなく、精神疾患など二次的な問題も抱え対応が複雑な
ケースも少なくありません。
発達障がいへの対応は、大人であっても、子どもの場合と同様に必要です。

３.発達障がいは子どもだけの問題だ

自閉症の方の中には、音への過敏さがある方が少なくありません。人の声
や車の音、花火のような大きな音など、苦痛に感じる音は人によって様々で
すが、音への過敏さは慣れたり、克服できるものではありません。本人に
とっては耐え難い感覚の問題なのです。
例えば、人混み等で、人の声がざわめき合う音が苦手で、耳をふさいでい
る姿が時々見られます。そのような時は、無理にやめさせずそっとしておき
ましょう。音への過敏さからパニックになりやすい場合には、耳栓や好きな
音楽を聴く等の工夫があります。

７.自閉症の方の耳ふさぎは止めさせた方がよい

６.発達障がいのある方も失敗して叱られる経験が必要だ

発達障がいのある方は、自分の行動と周囲の状況を関係づけて理解すること
が苦手です。そのため、よく意味が分からずに行動して失敗をしてしまうこと
があります。
失敗して叱られるだけでは、何が間違っていたのか、なぜ叱られたのか、ど

うしたらよかったのかを、理解することができません。「～してはダメ」と言
うだけではなく、どうしたらうまくいくのかを具体的に教えてもらうことで理
解できるようになります。
失敗よりも「こうすればいいんだ」「わかった」「できた」という成功経験
の積み重ねがやがて自信につながります。

なるほど!!

※障がいの特性については広報誌3号をご参考ください

きゃ…！！

え～と…

ボクの
おもちゃ
とった～

そんなことしちゃダメ！
何回言わせるの！

ガミ･･
ガミ･･
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